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近年、肥満に対する関心の高さから、

食欲制御機構に関する研究が注目されて

います。もちろん魚にも食欲はあるので

すが、その研究はあまり進んでいません。

自然界では餌にいつ遭遇できるか分から

ないので、餌にありついた魚は可能な限

り食べまくります。しかも、餌が限られ

ているので体が大きく強い魚がより多く

の餌を食べることができ、更に大きくな

ります。早い者勝ちで大きく育つのです。

一方、養殖場では魚は餌に困らないの

で、魚自身の食欲によって餌を食べる量

が制御されると考えられますが、同じ養

殖生け簀で育った魚でも、中には飛びぬ

けて大きく育つ個体(トビ)が出現するこ

とがあり(写真)、これらは生まれつき食

欲旺盛な性質を持っている可能性があり

ます。

そこで食欲旺盛な養殖品種を作り出す

ことができれば、短期間で魚を効率良く

い け す
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この研究に取り組んでいる資源培養研究室の
黒川忠英室長

成長させることができるのではないかと

魚の食欲を制御する機構を解明するため

の研究を進めてきました。

これまでの研究により、ネズミやヒト

の脂肪細胞で作られ、食欲を抑制する作

用をもつレプチンと呼ばれるホルモンが

魚にも存在し、魚でもレプチンが食欲を

抑制する作用を示すことをニジマスを

使って確かめました（図１）。

ネズミでは、遺伝的にレプチンの働き

の弱い個体は食欲が旺盛なことが知られ

ています。私たちは、魚でも同じ現象が

見られるか調べています。この研究を手

掛かりに、食欲旺盛で成長の良い養殖品

種を作ることが可能になるかも知れませ

ん。

図1. レプチン注射後のニジマスの摂餌量変化
レプチンを注射したニジマスは、生理食塩水だけを

注射したニジマスと比べて食欲が数時間抑制された。
* 有意差があることを示す。

写真．同じ生け簀で飼育された養殖マダイの成長差
同じ生け簀の中で飼育されたマダイでも、ふ化して

半年ぐらいたつと、平均的な個体の約２倍の成長を示
す個体（トビ）が現れる。（写真提供：養殖研究所）
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